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【 実 施 例 】
  以 下 に 本 発 明 を 実 施 例 お よ び 比 較 例 を あ げ て よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 当 然 な が ら 、 本 発
明 は 実 施 例 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
［ 試 験 法 ］
1.  ア ル カ リ の 測 定 ： TAPPI624hm－ 85、  TAPPI625hm－ 85、 あ る い は こ れ に 準 じ て 測 定 し
た 。
2.  軽 カ ル 平 均 粒 子 径 ： 生 成 物 を 水 洗 濾 過 し 、 水 で 希 釈 後 、 レ ー ザ ー 回 折 式 粒 度 分 布 計 (
シ ー ラ ス 社 製 モ デ ル 715)で 平 均 粒 子 径 を 測 定 し た 。
3.  形 態 観 察 ： 生 成 物 を 水 洗 濾 過 し 、 乾 燥 後 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 (日 本 電 子 （ 株 ） 製  JSA-84
0A)で 形 態 を 観 察 し た 。 こ こ で 観 察 を も と に 50個 の 粒 子 に つ い て 短 径 、 長 径 を 測 定 し た 。  
         
4.  結 晶 構 造 ： 島 津 製 作 所 製   X線 回 折 XD－ D1に よ り 測 定 し た 。
［ 実 施 例 １ ］
　 250mlと 1000mlの 丸 底 フ ラ ス コ が 側 壁 の 配 管 を 通 し て 接 続 さ れ て い る 反 応 装 置 に お い て (
以 下 の 実 施 例 ・ 比 較 例 に つ い て も 同 じ 容 器 使 用 )に 、 消 石 灰 と 水 を 用 い て 、 生 石 灰 濃 度 と
し て 30重 量 ％ に な る 割 合 で 混 合 し た 石 灰 乳 と 緑 液 （ 組 成 ： Na 2 O換 算 値 で Na 2 CO 3 =100 g/l、
Na 2 S=30 g/l； 以 下 の 実 施 例 ・ 比 較 例 に つ い て 同 じ ） を 用 い て 温 度 60℃ 、 攪 拌 速 度 600rpm
（ KYOEI POWER STIRRER TYPE PS-2N使 用 、 以 下 の 実 施 例 ・ 比 較 例 に つ い て 同 じ 攪 拌 機 使 用
） 、 第 １ 番 目 と 第 ２ 番 目 の 反 応 槽 へ の 緑 液 の 分 割 比 率 を １ ： ２ と し て 連 続 反 応 を 行 わ せ 、
第 1番 目 の 反 応 槽 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 1.6mol/l、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 0.2mol/lに
な る よ う に 石 灰 乳 お よ び 緑 液 の 流 量 を 調 整 し て 苛 性 化 反 応 を 行 わ せ た 。 生 成 反 応 物 の 平 均
粒 子 径 お よ び 形 態 観 察 を 行 っ た 結 果 、 平 均 粒 子 径 10.8μ ｍ 、 そ の 構 成 一 次 粒 子 は 平 均 長 径



8.0μ ｍ 、 平 均 短 径 0.2μ ｍ で あ る ア ラ ゴ ナ イ ト 結 晶 の 針 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム が 認 め ら れ た 。
実 験 条 件 お よ び 結 果 を 表 １ に 示 す 。
［ 実 施 例 ２ ］
　 消 石 灰 と 水 を 用 い て 、 生 石 灰 濃 度 と し て 20重 量 ％ に な る 割 合 で 混 合 し た 石 灰 乳 と ソ ー ダ
灰 由 来 の 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 （ 100g/l as Na 2 O） を 用 い て 温 度 50℃ で 第 １ 番 目 と 第 ２ 番
目 の 反 応 槽 へ の 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 の 分 割 比 率 を ５ ： １ と し て 連 続 反 応 を 行 わ せ 、 第 1
番 目 の 反 応 槽 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 1.6mol/l、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 0.1mol/lに な る
よ う に し 、 さ ら に 連 続 反 応 前 に 種 晶 34g（ ア ラ ゴ ナ イ ト 含 有 率 70％ ） を 添 加 し た 以 外 は 実
施 例 1と 同 様 に 苛 性 化 反 応 を 行 わ せ た 。 生 成 反 応 物 の 平 均 粒 子 径 お よ び 形 態 観 察 を 行 っ た
結 果 、 平 均 粒 子 径 16.0μ ｍ 、 そ の 構 成 一 次 粒 子 は 平 均 長 径 9.2μ ｍ 、 平 均 短 径 0.2μ ｍ で あ
る ア ラ ゴ ナ イ ト 結 晶 の 針 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム が 認 め ら れ た 。 実 験 条 件 お よ び 結 果 を 表 １ に 示
す 。
［ 比 較 例 １ ］
  消 石 灰 と 白 液 を 用 い て 生 石 灰 濃 度 と し て 10重 量 ％ に な る 割 合 で 混 合 し た 石 灰 乳 と 緑 液 を
用 い て 第 １ 番 目 の 反 応 槽 だ け に 緑 液 を 導 入 し 、 温 度 90℃ で 連 続 反 応 を 行 わ せ 、 第 1番 目 の
反 応 槽 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 1.8mol/l、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 0.6mol/lに な る よ う に
し た 以 外 は 実 施 例 1と 同 様 に 苛 性 化 反 応 を 行 わ せ た 。 生 成 反 応 物 の 平 均 粒 子 径 お よ び 形 態
観 察 を 行 っ た 結 果 、 平 均 粒 子 径 14.5μ ｍ で あ る カ ル サ イ ト 結 晶 の 炭 酸 カ ル シ ウ ム が 認 め ら
れ た 。 実 験 条 件 お よ び 結 果 を 表 １ に 示 す 。
［ 比 較 例 2］
  第 １ 番 目 の 反 応 槽 だ け に 緑 液 を 導 入 し 、 温 度 50℃ で 連 続 反 応 を 行 わ せ 、 第 1番 目 の 反 応
槽 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 1.5mol/l、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を 0.6mol/lに な る よ う に し た
以 外 は 実 施 例 1と 同 様 に 苛 性 化 反 応 を 行 わ せ た 。 生 成 反 応 物 の 平 均 粒 子 径 お よ び 形 態 観 察
を 行 っ た 結 果 、 平 均 粒 子 径 20.4μ ｍ で あ る カ ル サ イ ト と ア ラ ゴ ナ イ ト 結 晶 が 混 合 し た 炭 酸
カ ル シ ウ ム が 認 め ら れ た 。 実 験 条 件 お よ び 結 果 を 表 １ に 示 す 。

(2) JP 2002-234725 A5 2006.6.15


	header
	written-amendment

